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フォーメーション DX と呼ばれ、前述した IoT（Internet of Things）、AI（Artificial Intelligence）、
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回の対戦で勝った回数の多い方に 3点、少ない方に 0点、勝ちが同数なら双方 1点とする勝点方式にして、
じゃんけん大会で総勝点数を競ってもらうことにした。但し、クライアントからサーバにグー・チョキ・







































































規定回数のじゃんけん対戦が終わると、サーバは 1対戦につき 1行で結果を出力する。以下 (図 1)は対
戦結果の例である。左からクライアント 1の名前、クライアント 1の勝点、クライアント 1の勝数、クラ
イアント 2の名前、クライアント 2の勝点、クライアント 2の勝数、あいこの数となっている。この例で
は、グー・チョキ・パー・グー・チョキ・パー・…を繰り返すクライアント「guchokipa」がチョキしか出









id=[cli201], kachiten=[ 115], total_win=[26337], total_lose=[9320], total_draw=[9343]
id=[cli224], kachiten=[ 114], total_win=[31548], total_lose=[7354], total_draw=[6098]
id=[cli254], kachiten=[ 109], total_win=[28979], total_lose=[8301], total_draw=[7720]
id=[cli258], kachiten=[ 99], total_win=[29508], total_lose=[8903], total_draw=[6589]
id=[cli267], kachiten=[ 99], total_win=[28373], total_lose=[8851], total_draw=[7776]
id=[cli263], kachiten=[ 97], total_win=[23266], total_lose=[11161], total_draw=[10573]
id=[cli259], kachiten=[ 96], total_win=[30129], total_lose=[8492], total_draw=[6379]
id=[cli230], kachiten=[ 94], total_win=[27910], total_lose=[10002], total_draw=[7088]
id=[cli209], kachiten=[ 93], total_win=[26250], total_lose=[11199], total_draw=[7551]
id=[cli240], kachiten=[ 93], total_win=[18134], total_lose=[13965], total_draw=[12901]
id=[cli241], kachiten=[ 90], total_win=[28327], total_lose=[8763], total_draw=[7910]
id=[cli212], kachiten=[ 90], total_win=[21685], total_lose=[9040], total_draw=[14275]
id=[cli210], kachiten=[ 87], total_win=[26072], total_lose=[9932], total_draw=[8996]
id=[cli228], kachiten=[ 85], total_win=[22707], total_lose=[11173], total_draw=[11120]
id=[cli280], kachiten=[ 84], total_win=[28666], total_lose=[8612], total_draw=[7722]
id=[cli264], kachiten=[ 84], total_win=[21189], total_lose=[12614], total_draw=[11197]
id=[cli207], kachiten=[ 82], total_win=[18282], total_lose=[13252], total_draw=[13466]




図 2は左からクライアント名 (id)、勝点 (kachiten)、総合勝ち数 (total win)、総合負け数 (total lose)、


































・OBS-VirtualCam 2.0.4（OBS Studio のプラグイン）
３．システム構築 
任意の動画出力には，OBS Studio を用いる。OBS Studio は無料のオープンソースビデオ録画
生放送用のソフトウェアである。Zoom に任意の動画を出力する手順は次の通りである(2)。図１
にシステム構築の手順画面を示す。 




３．OBS Studio を起動する。 
４．OBS Studio のソースに出力したい動画を設定する。本システムでは，試験的にウィンド
ウキャプチャを選択し，システム上の任意のウィンドウを選択した。
５．OBS Studio の上部メニューから「ツール → VirtualCam」を選択する。 
６．本システムで遅延は不要のため，出てきたポップアップウィンドウ（VirtualCam）の
Bufferd Frames を 0 に設定する。他の設定は，必要に応じて設定する。 
７．「Start」ボタンをクリックし，VirtualCam をスタートする。 















 本稿では，ビデオミーティングツールである Zoom を用いて，出力するビデオ映像に任意の動
画を出力する方法を紹介した。紹介方法を用いることで，Zoom のビデオ映像を任意の動画に差
し替えることが可能となる。学会発表などにおいて，タイムキーパーとしての利用が考えられる。 
































心がけた｡また､この実験作業の撮影で録画した動画の音声部分は､後述の Adobe Premiere Pro での
動画編集作業で削除し､Wordの音声読み上げ機能で読み上げた録音音声を動画音声として挿入した｡ 
(2) Word による動画音声用原稿の読み上げ機能




(a) (b)  (c) 






















(4) Adobe Premiere Pro による動画編集方法
筆者が所属する講座が所有するデスクトップパソコン(Inspiron 3671､Dell)にインストールされた
動画編集ソフト Adobe Premiere Pro を使用し､前述の動画ファイルや音声ファイルなどを基に実験






図 2 Windows10 のボイスレコーダーによる録音機能の設定方法 (a) Windows のスタートメニューでの 
ボイスレコーダー､(b) Windows の設定でのサウンド､(c) サウンドコントロールパネル､(d) ステレオミキサー 
のプロパティ､(e) ボイスレコーダーメニュー 















鈴木正康 教授､喜久田寿郎 准教授 に深く感謝いたします。また､制作途中の動画についてご意見
をお寄せいただいた富山大学 学術研究部工学系 中茂樹 教授､中島一樹 教授､ 飴井賢治 准教授
ならびに上田和彦 技術専門職員､松浦晃祐 技術職員に感謝いたします｡ 
５． 参考資料 
(1) 令和 2 年度 電気電子実験 1 実験テキスト､富山大学 工学部 電気電子工学コース
(2) Premiere Pro パーフェクトガイド［CC 対応版］､小原 裕太､技術評論社
図 3 Adobe Premiere Pro による実験動画の編集作業画面 (a) ソースモニタ､(b) プログラムモニタ､ 
(c) エッセンシャルグラフィックスウィンドウ､(d) プロジェクトモニタ､(e) タイムラインモニタ､
(f) オーディオメーターパネル (音量確認用) 






郡 衣里、京極 真由美、上田 和彦、臼井 弘児，泉 秀明、田村 隆文、豊岡 伸安 


























































































mm)に 1000 mm の高さから落下させ、試験前の
試料の質量W1 (mg)と試験後の質量W2(mg)を測
定し、測定時間 T (sec)から次の式 1 を用いて耐
摩耗性 WR (s/mg)を算出する。
𝑊𝑊𝑊𝑊 =  
𝑇𝑇
𝑊𝑊1−𝑊𝑊2








販の塩化ビニルパイプを 970 mm でカットし使用した。研削砥粒にはナニワ研磨工業の「金















の試験結果を示す。試料 A は着色のみ、試料 B は着色と皮膜処理
を施した。試料 A の耐摩耗性は平均 63.23 s/mg (SD=17.11)、試料
B は平均 421.695 s/mg (SD=153.05)だった。この 2 つの結果に差












1. JIS 総目録 2000
2. JIS 金属表面処理ハンドブック 2000
3. 岡田陽裕,富山大学工学部材料機能工学科卒業論文発表会講演概要集



























図 2 作成した装置 
図 3 試験後の試料 
赤丸内が研削部分
A 
図 4 耐摩耗性の比較 


































































利子に 1を足した数を p、 元の金額 a = a0、1年目に加える金額を a1、2年目に加える金
額を a2、· · ·、k年目に加える金額を akとおくと
返済額= a0pk + a1pk−1 + · · ·+ ak−1p2 + akp とあらわすことができます。
•k = 1のとき
翌年返済した (つまり k = 1)するとき、A,B,Cの利子に１を加えたものをそれぞれ
p1, p2, p3とおくと、以下の式が成り立ちます。
A : a0p1 + a1 = 1.10a0 + a1 = 82, 940, 000 (1)
B : a0p2 + a1 = 1.11a0 + a1 = 87, 435, 921 (2)
C : a0p3 + a1 = 1.12a0 + a1 = 92, 069, 376 (3)
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(2)− (1) : 　　 0.01a0 = 4, 495, 921
よって　 　 a0 = 4, 449, 592, 100
a0の値を (1)に代入すると 　 a1 = −411, 611, 310
a0, a1の値を (3)の左辺に代入すると91,931,842 となり (3)の右辺の値と異なり矛盾します。
よって１年目の返済ではありません。
•k = 2のとき
2年で返済した (つまり k = 2)するとき、A,B,C,Dの利子に１を加えたものをそれぞれ
p1, p2, p3, p4とおくと、以下の式が成り立ちます。
A : a0p1
2 + a1p1 + a2 = 1.10
2a0 + 1.10a1 + a2 = 82, 940, 000 (4)
B : a0p2
2 + a1p2 + a2 = 1.11
2a0 + 1.11a1 + a2 = 87, 435, 921 (5)
C : a0p3
2 + a1p3 + a2 = 1.12
2a0 + 1.12a1 + a2 = 92, 069, 376 (6)
D : a0p4
2 + a1p4 + a2 = 1.13
2a0 + 1.13a1 + a2 = 96, 842, 921 (7)
(5)− (4) :　 0.0221a0 + 0.01a1 = 4, 495, 921 (8)
(6)− (5) :　 0.0223a0 + 0.01a1 = 4, 633, 455 (9)
(9)− (8) :　 0.0002a0 = 137, 534
よって a0 = 687, 670, 000
a0の値を (8)に代入すると a1 = −1, 070, 158, 600
a0, a1の値を (4)に代入すると a2 = 428, 033, 760
a0, a1, a2を (7)の左辺に代入すると 96,840,365 となり (7)の右辺の値と異なり、矛盾します。
よって 2年目の返済ではありません。
•k = 3のとき
3年で返済した (つまり k = 3)するとき、A,B,C,D,Eの利子に１を加えたものをそれぞれ
p1, p2, p3, p4, p5とおくと、以下の式が成り立ちます。
A : a0p1
3 + a1p1
2 + a2p1 + a3 = 1.10
3a0 + 1.10
2a1 + 1.10a2 + a3 = 82, 940, 000 (10)
B : a0p2
3 + a1p2
2 + a2p2 + a3 = 1.11
3a0 + 1.11
2a1 + 1.11a2 + a3 = 87, 435, 921 (11)
C : a0p3
3 + a1p3
2 + a2p3 + a3 = 1.12
3a0 + 1.12
2a1 + 1.12a2 + a3 = 92, 069, 376 (12)
D : a0p4
3 + a1p4
2 + a2p4 + a3 = 1.13
3a0 + 1.13
2a1 + 1.13a2 + a3 = 96, 842, 921 (13)
E : a0p5
3 + a1p5
2 + a2p5 + a3 = 1.14
3a0 + 1.14
2a1 + 1.14a2 + a3 = 101, 759, 136 (14)
(11)− (10) : 0.036631a0 + 0.0221a1 + 0.01a2 = 4, 495, 921 (15)
(12)− (11) : 0.037297a0 + 0.0223a1 + 0.01a2 = 4, 633, 455 (16)
(13)− (12) : 0.037969a0 + 0.0225a1 + 0.01a2 = 4, 773, 545 (17)
(16)− (15) : 0.000666a0 + 0.0002a1 = 137, 534 (18)
(17)− (16) : 0.000672a0 + 0.0002a1 = 140, 090 (19)
(19)− (18) : 0.000006a0 = 2, 556
富山大学五福地区技術部報告集　第１号
- 15 -
よって a0 = 426, 000, 000
a0の値を (18)に代入すると a1 = −730, 910, 000.327285
a0, a1の値を (15)に代入すると a2 = 504, 422, 599.640633
a0, a1, a2の値を (10)に代入すると a3 = −154, 529, 759.339261
a0, a1, a2, a3を (14)の左辺に代入すると
1.143a0 + 1.14
2a1 + 1.14a2 + a3
= 631, 137, 744.145349− 949, 890, 636 + 575, 041, 763.590322− 154, 529, 759.339261
= 101, 759, 112.396409
となり (14)の右辺の値と異なり、矛盾します。よって 3年目の返済ではありません。
•k = 4のとき
4年で返済した (つまり k = 4)するとき、A,B,C,D,Eの利子に１を加えたものをそれぞれ




2 + a3p1 + a4
=1.104a0 + 1.10
3a1 + 1.10




2 + a3p2 + a4
=1.114a0 + 1.11
3a1 + 1.11




2 + a3p3 + a4
=1.124a0 + 1.12
3a1 + 1.12




2 + a3p4 + a4
=1.134a0 + 1.13
3a1 + 1.13




2 + a3p5 + a4
=1.144a0 + 1.14
3a1 + 1.14
2a2 + 1.14a3 + a4 = 101, 759, 136 (24)
(21)− (20) : 0.05397041a0 + 0.036631a1 + 0.0221a2 + 0.01a3 = 4, 495, 921 (25)
(22)− (21) : 0.05544895a0 + 0.037297a1 + 0.0223a2 + 0.01a3 = 4, 633, 455 (26)
(23)− (22) : 0.05695425a0 + 0.037969a1 + 0.0225a2 + 0.01a3 = 4, 773, 545 (27)
(24)− (23) : 0.05848655a0 + 0.038647a1 + 0.0227a2 + 0.01a3 = 4, 916, 215 (28)
　
(26)− (25) : 0.00147854a0 + 0.000666a1 + 0.0002a2 = 137, 534 (29)
(27)− (26) : 0.00150530a0 + 0.000672a1 + 0.0002a2 = 140, 090 (30)
(28)− (27) : 0.00153230a0 + 0.000678a1 + 0.0002a2 = 142, 670 (31)
(30)− (29) : 0.00002676a0 + 0.000006a1 = 2, 556 (32)
(31)− (30) : 0.000027 a0 + 0.000006a1 = 2, 580 (33)
(33)− (32) : 0.00000024a0 = 24
よって a0 = 100, 000, 000
a0の値を (32)に代入すると 2676 + 0.000006a1 = 2556
a1 = −20, 000, 000
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a0, a1の値を (29)に代入すると 147, 854− 13, 320 + 0.0002a2 = 137, 534
a2 = 15, 000, 000
a0, a1, a2を (25)に代入すると 5, 397, 041− 732, 620 + 331, 500 + 0.01a3 = 4, 495, 921
a3 = −50, 000, 000
a0, a1, a2, a3を (20)に代入すると






2 + a3p5 + a4
= 168, 896, 016− 29, 630, 880 + 19, 494, 000− 57, 000, 000
= 101, 759, 136
右辺に一致するので正しいことがわかりました。
答え　初めに貸した金額は 100,000,000円、年数は 4年



























、丙村 920銭 6分 9厘 3毛 7糸 6忽、丁村 968銭 4
分 2厘 9毛 2糸 1忽、戊村 1017銭 5分 9厘 1毛 3糸 6忽。はじめに貸した銀、年数はいくらか
を問う。答えて曰く、本銀 1000匁
もんめ
、初年減銀 200匁、次年加銀 150匁、３年減銀 500匁、年
数４年」とあります。‡
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図 1 多角バレルスパッタリング法 1) 
mechanical vibration 
material 
















 まず、多角バレルスパッタリング法による金属薄膜修飾について述べる。図 2(I)には Pt を修飾
したポリメタクリル酸メチル（PMMA）微粒子（粒径: 50 μm）の光学顕微鏡写真を示している 2)。
修飾前の PMMA 微粒子は白色であるのに対し、Pt スパッタリング後は金属色を呈している。また
個々の微粒子表面には隣接する微粒子からの反射光が映り込むほど、光沢のある鏡面になってい
ることがわかる。これらの結果は、多角バレルスパッタリング法により、PMMA 微粒子表面が Pt
薄膜（TEM 観察より、膜厚約 50 nm）で均一にコーティングされていることを明示している。 
 一方、多角バレルスパッタリング法はドライプロセスであることから、めっき法では難しい水






















粒子を担持した CNT や CNF は燃料電池用電極
触媒やバイオセンサーなどへの応用が検討され
ている。しかし、通常のウェットプロセスを用
いた CNT や CNF 表面への金属ナノ粒子担持に





















属ナノ粒子修飾を試みた 5)。図 3 には前処理等を行っていない繊維径 150 nm（繊維長: 10～20 μm）
の CNF に Pt を担持した試料と担持前の CNF の TEM 像を示した 1)。修飾前の CNF 表面は比較的
平坦であるのに対し、修飾後の試料表面には粒径 2～4 nm の Pt ナノ粒子（平均粒径: 2.2 nm）が極
めて均一に担持されていることがわかる。同様な結果は CNT（繊維径: 10、60 nm、繊維長: 5～15 
μm）でも得られており、更なる詳細な TEM 観察により、含浸法の場合、全担持 Pt 量の 37%が
CNT 内部に担持されているのに対し、多角バレルスパッタリング法で調製した試料では、すべて
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１．はじめに 




















ハウ、試料調製の習得も必要である。五福地区技術部技術報告集 Vol.9（2009 年 3 月発刊）に、
当時の目線で業務の紹介をさせていただいた。それぞれの取り組みについては、同報告集 Vol.20
（2020 年 3月発刊）、Vol.16（2016年 3月発刊）、Vol.15（2015年 3月発刊）、Vol.14（2014 年 3








講くださった教員・研究者は累計 100 名を超え、学生は累計 1,000 名を超えた（図２）。 
























年度 研究会 主催 発 表 題 目 
2007 機器・分析 富山大 口頭発表「機器の円滑管理への取り組み」 
2007 実験・実習 徳島大 ポスター発表「機器講習会における取り組み」 
2008 機器・分析 愛媛大 ポスター発表「熱分析装置を用いた研究紹介」 
2010 機器・分析 東京工業大 
口頭発表「FIB がやってきた～大型機器の学内外開放における
取り組みについて～」 
2010 総合 熊本大 ポスター発表「大型共同利用機器の管理に携わって」 
2011 機器・分析 信州大 
口頭発表「FE-SEM を伝えるために～機器講習会における取り
組みについて～」 
2012 機器・分析 大分大 
口頭発表「FIB を用いた SEM 試料作製～現有機器での断面観
察の試み～」 
2013 機器・分析 鳥取大 ポスター発表「外部利用における技術職員としての取り組み」 
2014 機器・分析 北海道大 ポスター発表「顕微情報交流会の紹介」 
2017 機器・分析 長岡技科大 
口頭発表「共同利用機器管理者としての取り組み～失敗と気づ
きの 10 年を振り返る～」 
























































第２回：2014年 5月 20日（火）12時～ 参加者 10名 
・作業環境測定（労働衛生関連）について 他 




第４回：2015年 2月 12日（木）18時～ 参加者 4名 
    ・岡崎見学報告 
    ・総合技術研究会参加報告 












2018 年 12 月に、第６期科学技術基本計画について、技術職員らから要望提案をすることを目
的に、有志の会が結成され、ふとしたきっかけで参加することとなった。2019 年 1月 23日の「第





















































































































































みである。今回、測定にはロータリーエンコーダー、結果の取り込みには Arduino、解析には MATLAB を用いた。 
 実際の操作では、ランニングホイールの軸とロータリーエンコーダーの軸をビニールチューブで繋ぎ、ロータリーエン






















 機械工作実習（工学部・機械工学コース 2 年次後期）は 5 つのテーマに分かれて行っていて、マシニン
グセンタは「CAD/CAM」の中で使用している。内容は前期の授業（図形情報演習）で作図した 2 次元
CADデータをCAMソフト（AlphaCAMライコムシステムズ株式会社）で立ち上げて、CLデータを入力して

































入部 康敬　川合 勝二　桐 昭弘
1. 研修期間・場所
1日目 令和 2年 12月 24日 (木) 10:30 ∼ 12:00 ZoomによるWeb開催






















アドバイザー  中村 善志 
入部 康敬 城戸 良介 京極 真由美 桐 昭弘 
神亀 理恵 八田 秀樹 平田 暁子 山田 聖  
１．研修期間・場所 



















日時 令和 3 年 3 月 26 日（金） 14：00  ～ 16：15 
場所 オンライン開催（Zoom を利用） 
令和２年度技術部報告会 －今後の技術職員について考える－ 
【プログラム】 
開会の辞  14：00 ～ 14：05  五福地区技術部技術部長 小熊 規泰 
基調講演  14：05 ～ 15：05  文部科学省大臣官房政策課政策推進室長 
  中川 尚志 氏 
退職者発表 15：10 ～ 16：10  研究推進機構自然科学研究支援ユニット 
 機器分析施設      平田 暁子 
 都市デザイン学部材料デザイン工学科 
中村 善志 
閉会の辞  16：10 ～ 16：15  五福地区技術部技術長  中村 善志 
基調講演   14：05 ～ 15：05 
  「研究基盤イノベーション政策における技術職員への期待と対話」 
  文部科学省大臣官房政策課政策推進室長  中川 尚志 氏 
退職者発表  15：10 ～ 15：30 
  「五福地区技術部での 15年を振り返って 
－ すべての出会いに感謝します －」 
  研究推進機構自然科学研究支援ユニット機器分析施設 
 平田 暁子 
15：30 ～ 16：10 








日時 令和 2年 7月 29 日（水）13:00 ～ 14:30 
 場所 工学部 総合教育研究棟（工学系）11番講義室（ZOOM併用） 
 内容 前年度活動報告および今年度活動計画について 他 
 
 2）第２回技術部拡大運営委員会 
 日時 令和 2年 12 月 10日（木）10:30 ～ 12:00 
 場所 オンライン（ZOOM会議） 




 日時 令和 2 年 7 月 2 日（木）9:00 ～ 10:30 
 場所 工学部中会議室 
 内容 技術部年度計画，分科会設置，技術職員人事評価シートについて 他 
 
 2）第２回運営委員会 
 日時 令和 2 年 9 月 23 日（水）10:30 ～ 12:00 
 場所 工学部中会議室 
 内容 各分科会設置要綱改正，次年度活動計画および予算，技術報告集配布方法に 
  ついて 他 
 
 3）第３回運営委員会 
 日時 令和 2 年 10 月 29 日（木）9:00 ～ 10:15 
 場所 工学部中会議室 
 内容 研修・研究会等参加報告会開催可否，技術部役職候補者選考選挙，富山大学 
  技術職員グループ研修について 他 
 
 4）第４回運営委員会 
 日時 令和 3 年 2 月 8 日（月）9:00 ～ 10:15 
 場所 工学部中会議室 （ZOOM併用） 
 内容 技術部報告会について 他 
 
３．３キャンパス合同技術職員研修企画運営会議 
 １）令和 3年度第 1回合同技術職員研修企画運営会議 
 日時 令和 2年 10 月 12日（月）11:00～12:00 
 場所 テレビ会議室（五福・杉谷・高岡キャンパス） 
 内容 第 12回（令和 3年度）富山大学技術職員研修開催日程，場所等について， 




 2）令和 3年度第 2回合同技術職員研修企画運営会議 
 日時 令和 3年 1月 28 日（木）11:00～12:00 
 場所 オンライン（ZOOM会議） 
 内容 第 12回（令和 3年度）富山大学技術職員研修開催にかかる内容について， 
  グループ研修 他 
 
 3）令和 3年度第 3回合同技術職員研修企画運営会議 
 日時 令和 3年 3月 11 日（木）11:00～12:00 
 場所 オンライン（ZOOM会議） 




 日時 令和２年 11 月 9日（月）9:00 ～ 10:25 
 場所 工学部中会議室 
 内容 広報分科会活動計画，技術報告集編纂について 他 
 
 2）第２回広報分科会 
 日時 令和 3年 3月 8日（月）10:30～12:00 
 場所 工学部中会議室 （ZOOM併用） 




 日時 令和 2年 11 月 12日（月）13:15～14:25 
 場所 工学部中会議室 
 内容 技術職員評価シート，評価方法の提案内容について 他 
 
 2）第２回組織・評価検討分科会 
 日時 令和 3年 3月 5日（金）10:30～12:00 
 場所 工学部中会議室 （ZOOM併用） 
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